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１．２０１１年度の経営戦略（基本方針）

２０１１年からの５ヵ年の新中期経営計画

がスタート

新たな経営体制のもとで、目標経営数値、ならびに
目標とする企業像ー

Ｐｒｏｇｒａｍ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｃｏｎｔｒａｃｔｏｒ
＆ Ｉｎｖｅｓｔｍｅｎｔ Ｐａｒｔｎｅｒ

がスタ ト
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の実現に向かって、 日揮グループは全力を挙げて
取り組んでまいります。

＆ Ｉｎｖｅｓｔｍｅｎｔ Ｐａｒｔｎｅｒ

２．２０１１年度の受注目標

連結受注目標額：５,５００億円

主な注力案件

石油精製
石油化学など

中東

ガス処理など

アフリカ
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石油精製
ＬＮＧなど

アジア・オセアニア

エネルギー・化学・
ライフサイエンス

関連

日本



３．マーケット環境

旺盛なエネルギー需要および新興国の産業多角化を
背景に、世界の石油・ガス投資は依然として活発

国際石油会社（ＩＯＣ）、国営石油会社（ＮＯＣ)ともに
２０１１年の設備投資を継続・拡大中
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（2010年は09年比10％増加し、2011年は更に10～15％増加を見込む）

４．注力地域の状況（１）

中東・北アフリカ

原油・ガスの開発が継続。
資源の高付加価値化を目的に製油所や石油化学
プラント計画も進行中

自国内向け天然ガス需要が高く、今後のガス関連
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自国内向け天然ガス需要が高く、今後のガス関連
プラント計画に期待



－中東・北アフリカ騒乱による影響－

進行中のプロジェクトへの影響は現状なし

＜中東・北アフリカで進行中の主だったプロジェクト＞

アルジェリア ２件
サウジアラビア ２件

カタール ２件

アブダビ １件

今後の入札案件への影響も特に見られず
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今後の入札案件への影響も特に見られず

動向を引き続き注視

４．注力地域の状況（２）

アジア・オセアニア

天然ガス需要が従来の予想以上に拡大し、天然ガス需要が従来の予想以上に拡大し、
引き続きアジアや豪州を中心にＬＮＧ計画が進展

復興案件の具体化には未だ時間が必要

日本
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石油・石油化学業界は今後の動向を注視

製薬業界の設備投資は継続中



－東日本大震災による影響－

マーケット状況と当社の対応

短期的な世界のプラント市場への影響は軽微

国内各分野の復興案件に積極的に協力

中長期的にはＬＮＧプラント需要が拡大か？
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国内各分野の復興案件に積極的に協力

５．ＥＰＣビジネス戦略

顧客の開発計画から参画し、ＥＰＣ受注を目指す

競争優位性 高 地域 分野における確固たる地位競争優位性の高い地域・分野における確固たる地位
の維持

受注競争力強化

顧客方針に合わせ、案件毎に受注戦略を策定
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より一層のコスト競争力の強化

海外ＥＰＣ子会社の自立化のスピードアップ



６．投資ビジネス戦略（１）

Ｕ.Ａ.Ｅ./タウィーラＢ＆Ａ２ ＩＷＰＰ

3

4

5

6

巨化ＨＦＣ２３回収・分解ＣＤＭ

セメント工場余熱回収発電ＣＤＭ

セメント原料代替ＣＤＭ（内モンゴル）

炭鉱メタン発電ＣＤＭ

＜中国＞

現在10数の事業を開発・運営中

7

9

サウジアラビア/ラービグ ＩＷＳＰＰ

8

Ｕ.Ａ.Ｅ./タウィ ラＢ＆Ａ２ ＩＷＰＰ

12

17

中国/海水淡水化事業

松沢病院ＰＦＩ事業

フ リピン/バイオ タノ ル生産

スペイン/太陽熱発電事業

6 炭鉱メタン発電ＣＤＭ

14

10

11 荏原エンジに出資

ファーマサービス事業

＜日本＞

アルジェリア/発電所Ｏ＆Ｍ事業
12

ＤＭＥ普及促進事業

米国/油ガス田生産販売事業

13

16
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15

フィリピン/バイオエタノール生産、

豪州/上下水道事業

電力供給事業
インドネシア/ＪＣＦ事業

発電・造水事業

水事業

排出権（ＣＤＭ）事業

資源開発事業

新エネルギー事業

発電所Ｏ＆Ｍ事業

その他

６．投資ビジネス戦略（２）

今後の注力分野

発電・造水事業

－ 太陽熱・太陽光事業、バイオエタノール事業

－ ＩＰＰ、ＩＷＰＰ事業

イ
ン
フ
ラ
関
連

環境、新エネルギー事業

水事業
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－ 海水淡水化事業、排水処理事業、再生水事業

IPP：独立系発電事業（Independent Power Project(Producer)）

IWPP：独立系発電造水事業（Independent Water and Power Project(Producer)）

都市開発事業



６．投資ビジネス戦略（３）

今後の注力分野

資源開発事業資源開発事業

－ Ｈｉ-ＰＡＣＴ（ＣＯ２回収プロセス）

－ ＤＴＰ（新規プロピレン製造技術）

新技術の商業化の推進
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Hi-PACT：High Pressure Acid gas Capture Technology

DTP：Dominant Technology for Propylene Production

JCF：JGC Coal Fuel

－ ＪＣＦ（低品位炭の有効利用技術）

７．企画・マネジメントサービス戦略

都市開発分野に注力

インド：デリー・ムンバイ産業大動脈構想

インド：チェンナイ環境複合都市プロジェクト

－ パートナー企業と協業して事業化調査実施中

－ みずほＣＢおよびアセンダスと協業し推進中
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将来の見通しに関するご注意事項

本資料にて開示されているデータや将来予測は、本資料の発表日現在の

判断や入手可能な情報に基づくもので、種々の要因により変化することが

あり、これらの目標や予想の達成、および将来の業績を保証するものではあ

りません。またこれらの情報が、今後予告なしに変更されることがあります。

従いまして、本情報および資料のご利用は、他の方法により入手された情

報とも照合・確認し、ご利用者の判断によって行ってくださいますようお願い

いたします。

本資料ご利用の結果、生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を

負いません。
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本資料に関するお問い合わせ先

日揮株式会社 管理本部 広報・IR部

Tel：045-682-8026  Fax：045-682-1112

E-mail: ir@jgc.co.jp


